
つかえる数学　中2

箱ひげ図とデータの活用
中2 組 名前

1まい目 きそ 1 2 3 4

1
四分位数と箱ひげ図についてまとめます。

(1)　データを小さい順に並べて4等分したときの、3つの区切りの値をまとめて ① といいます。そ

のうち真ん中の値（第2四分位数）は ② のことです。また、第3四分位数から第1四分位数をひ

いた値を ③ といい、データの ④ の度合いを表します。

① ② ③ ④

2
次のデータは、あるクラスの生徒11人の、先週1週間の家庭学習時間を小さい順に並べたもので

す。

家庭学習時間（時間）

順番 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

時間 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

ヒント 中央値（6番目）の前後で5個ずつに分け、それぞれの真ん中（3番目と9番目）の値が第

1四分位数・第3四分位数になります。

(1)　中央値は ① 時間、第1四分位数は ② 時間、第3四分位数は ③ 時間、四分位範囲は ④ 時

間、範囲は ⑤ 時間です。

① ② ③ ④ ⑤

3
下の箱ひげ図は、ある部活動の部員15人の通学時間を表したものです。ア〜オは、図の各部分を

さしています。

部員15人の通学時間

ア イ ウ エ オ

0 5 10 15 20 25 30 （分）

(1)　第1四分位数を表しているのは ① 、中央値を表しているのは ② 、最大値を表しているのは

③ です。また、この15人の通学時間の四分位範囲は ④ 分です。

① ② ③ ④

あいているところは、途中の計算に使ってかまいません。
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つかえる数学　中2

箱ひげ図とデータの活用
中2 組 名前

1まい目 きそ 答え 1 2 3 4

1
四分位数と箱ひげ図についてまとめます。

(1)　データを小さい順に並べて4等分したときの、3つの区切りの値をまとめて ① といいます。そ

のうち真ん中の値（第2四分位数）は ② のことです。また、第3四分位数から第1四分位数をひ

いた値を ③ といい、データの ④ の度合いを表します。

① 四分位数 ② 中央値 ③ 四分位範囲 ④ 散らばり

2
次のデータは、あるクラスの生徒11人の、先週1週間の家庭学習時間を小さい順に並べたもので

す。

家庭学習時間（時間）

順番 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

時間 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

ヒント 中央値（6番目）の前後で5個ずつに分け、それぞれの真ん中（3番目と9番目）の値が第

1四分位数・第3四分位数になります。

(1)　中央値は ① 時間、第1四分位数は ② 時間、第3四分位数は ③ 時間、四分位範囲は ④ 時

間、範囲は ⑤ 時間です。

① 7 ② 4 ③ 10 ④ 6 ⑤ 12

3
下の箱ひげ図は、ある部活動の部員15人の通学時間を表したものです。ア〜オは、図の各部分を

さしています。

部員15人の通学時間

ア イ ウ エ オ

0 5 10 15 20 25 30 （分）

(1)　第1四分位数を表しているのは ① 、中央値を表しているのは ② 、最大値を表しているのは

③ です。また、この15人の通学時間の四分位範囲は ④ 分です。

① イ ② ウ ③ オ ④ 10

考え方

大問2　中央値は6番目の7時間。前後5個ずつの真ん中（3番目・9番目）が第1・第3四分位数。四分位範囲は

10−4＝6、範囲は14−2＝12。

大問3　箱の左はし＝第1四分位数（イ）、箱の中の線＝中央値（ウ）、右のひげの先＝最大値（オ）。四分位範囲は

20−10＝10分です。
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